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人
口
減
少
下
の
日
本
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拡
張
策
と
し
て
期
待
が
か
か
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
確
保
＆
観
光
産
業
振
興
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
間
競
争
が
進
む
な
か
、

２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
の
大
阪
・
関
西
へ
の
誘
致
の
動
き
も
視
野
に
、

都
市
間
競
争
と
観
光
立
国
に
つ
い
て
考
え
た

鼎
談

基
軸
を

探
る

矢
ケ
崎
紀
子 

東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
科
教
授

橋
爪
紳
也 

大
阪
府
立
大
学
観
光
産
業
戦
略
研
究
所
長

デ
ー
ビ
ッ
ド・ア
ト
キ
ン
ソ
ン 

小
西
美
術
工
藝
社 

社
長

都
市
間
競
争
と

観
光
立
国
を
考
え
る
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日
本
の
国
際
集
客
力
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

遠
来
客
の
集
客
や

都
市
間
競
争
を
意
識
し
た
戦
略
が
な
い

橋
爪　

本
日
は
「
都
市
間
競
争
と
観
光
立
国
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

最
初
に
日
本
の
国
際
集
客
力
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
、
現
状
認

識
と
着
眼
点
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
「
都
市
間
競
争
」
と
い
う
視
点
で
す
。
国
際
観
光
は
、
日
本

だ
け
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
世
界
的
な
現
象
で
す
。

私
は
、
人
口
減
少
が
予
見
さ
れ
、
国
際
観
光
の
発
展
が
予
見
で
き
た

20
年
ほ
ど
前
に
「
国
際
集
客
都
市
」
と
い
う
概
念
の
重
要
性
を
主
張

し
ま
し
た
。
ま
た
大
阪
の
活
性
化
に
必
要
な
の
は
、「
観
光
立
都
」

で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。
産
業
振
興
や
文
化
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

空
港
や
港
湾
の
計
画
、
都
市
計
画
や
地
域
計
画
に
お
い
て
も
、
観
光

集
客
の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
す
。
そ
こ
に
お
い
て

重
要
な
の
が
、
他
の
都
市
の
動
向
を
意
識
す
る
こ
と
で
す
。
私
自
身
、

海
外
の
観
光
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
政
府
観
光
局
な
ど
に
行
く
と
、
必
ず

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
の
都
市
を
ラ
イ
バ
ル
と
見
て

い
る
の
か
。
例
え
ば
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ラ
イ
バ
ル
は
国
内
で
は
シ
ド
ニ

ー
、
同
時
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
や
シ
ア
ト
ル
な
ど
海
外
の
動
き
も
意
識

し
て
い
る
。
中
国
で
は
、
青
島
と
大
連
が
互
い
に
意
識
し
な
が
ら
競

争
戦
略
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

近
年
、「
観
光
立
国
」
と
い
う
国
策
を
受
け
て
各
都
市
・
各
地
域

が
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
国
際
的
な
人
の
移
動
の
受
け
入
れ
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
は
増
え
続
け
る
訪
日
客
へ
の
対
応
で
精

一
杯
。
他
地
域
と
の
関
係
を
意
識
し
て
戦
略
的
な
観
光
開
発
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
近
い
将
来
、
世
界
有
数
の
「
観
光
大
国
」
と
な
る
志

が
あ
る
の
か
、
準
備
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
が
私
の
問
題
意
識
で
す
。

　

矢
ケ
崎
さ
ん
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

矢
ケ
崎　

日
本
の
国
際
集
客
力
の
現
状
は
、
第
１
段
階
ク
リ
ア
と
い

う
感
じ
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
第
１
段
階
と
は
、
近

い
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
来
る
と
い
う
観
光
流
動
の
特
性
に
基
づ

き
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
段
階
。
な
お
、

近
く
と
は
、
距
離
的
な
近
さ
、
社
会
経
済
体
制
の
近
さ
、
ビ
ザ
や
交

通
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
、
２
国
間
の
紐
帯
の
強
さ
等
が
包
括
さ
れ

た
も
の
で
す
。
現
状
、
訪
日
客
の
９
割
が
ア
ジ
ア
か
ら
。
欧
米
豪
は

１
割
程
度
で
す
。

　

世
界
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
大
国
を
見
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
も
イ
ギ
リ
ス

も
、
近
い
国
か
ら
の
集
客
が
６
〜
７
割
程
度
で
、
遠
い
国
か
ら
３
〜

４
割
集
客
し
、
第
２
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
遠
い
国
か
ら
観
光
客
を

大
勢
呼
ぶ
に
は
、
リ
ソ
ー
ス
を
投
入
し
て
何
か
働
き
か
け
を
し
な
い

と
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
、
そ
こ
を
政
策
と
し
て
実
施
す
る
段
階
に

来
て
い
ま
す
。

　

都
市
間
競
争
に
関
し
て
は
、
初
来
日
の
人
は
東
京
・
京
都
・
大
阪

首
都
・
古
都
・
商
都
と
い
う
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
を
訪
れ
ま
す
。

大
阪
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
上
に
あ
る
の
で
、
初
来
日
の
お
客
さ
ん

を
受
け
入
れ
る
宿
命
を
負
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
ラ
イ
バ
ル
は
国
内
で

は
東
京
で
あ
り
京
都
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
経
験
後
に
リ
ピ
ー
タ
ー

が
行
く
地
方
都
市
と
は
違
う
立
ち
位
置
に
あ
る
。
こ
れ
が
一
般
観
光

客
の
話
。
商
都
・
大
阪
の
場
合
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ＊

も
考
え
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
国
際
会
議
な
ど
の
需
要
を
考
え
る
と
京
都
が
強
敵
で
す
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

国
連
世
界
観
光
機
関＊

（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
デ
ー
タ

で
は
全
世
界
の
約
８
割
が
近
隣
諸
国
、
２
割
が
遠
方
か
ら
来
て
い
る

が
、
観
光
大
国
は
約
６
割
が
近
隣
諸
国
、
４
割
が
遠
方
か
ら
で
、
理

想
的
。
遠
方
客
は
１
人
当
た
り
消
費
額
が
多
い
の
で
、
観
光
客
数
と

消
費
額
は
ほ
ぼ
逆
転
。
約
６
割
を
占
め
る
近
隣
客
の
観
光
消
費
は
日

本
の
観
光
収
入
の
約
４
割
に
な
る
。

　

日
本
は
ア
ジ
ア
か
ら
最
も
人
を
呼
び
や
す
い
の
で
、
戦
略
的
に
観

光
大
国
に
な
る
た
め
、
ま
ず
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
を
促
し
て
成
功

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
観
光
潜
在
能
力
は
ほ
ぼ
発
揮
さ
れ
た
状
態
な

の
で
、
数
年
以
内
に
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客
数
の
伸
び
率
は
収
斂
し

て
く
る
は
ず
で
す
。
ア
ジ
ア
の
場
合
、
タ
イ
・
イ
ン
ド
・
中
国
の
人
々

に
と
っ
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
大
の
先
進
国
日
本
に
来
る
こ
と
は
憧

れ
。
道
が
舗
装
さ
れ
て
ホ
テ
ル
が
あ
っ
て
信
頼
で
き
る
商
品
と
食
事

は
何
で
も
揃
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
魅
力
を
感
じ
る
。
一
方
、
欧

米
豪
か
ら
す
れ
ば
、
個
人
所
得
水
準
が
日
本
の
２
倍
ほ
ど
あ
る
国
も

あ
り
、
道
の
舗
装
は
当
た
り
前
。
も
っ
と
高
度
な
観
光
需
要
に
応
え

な
い
と
い
け
な
い
。

　

国
の
観
光
戦
略
も
既
に
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２

月
か
ら
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が
欧
米
豪
の
特
定
市
場
に

対
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン＊

を
開
始
。
実
際
、
欧
米
豪
か
ら
の
訪
日
客
数

は
大
き
な
伸
び
が
期
待
で
き
ま
す
。

初
来
日
な
ら
メ
ジ
ャ
ー
な
観
光
地
へ

日
本
で
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の
都
市
間
競
争
は
早
過
ぎ
る

橋
爪　

20
年
ほ
ど
前
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
フ

ァ
ー
イ
ー
ス
ト
の
歴
史
あ
る
植
民
地
都
市
、
日
本
・
韓
国
に
対
し
て

は
南
の
リ
ゾ
ー
ト
だ
と
い
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。
ど
こ

の
国
か
ら
来
て
も
ら
う
か
に
よ
っ
て
、
か
な
り
戦
略
が
違
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
か
、
見
ら
れ
た
い
か
を
考

え
な
い
と
、
な
か
な
か
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
来
て
も
ら
え
な
い
。

　

例
え
ば
京
都
市
の
観
光
振
興
策
を
私
は
ず
っ
と
見
て
い
ま
す
が
、

昨
年
、
急
に
ス
ペ
イ
ン
人
が
増
え
た
。
調
べ
る
と
、
エ
ミ
レ
ー
ツ
航

空
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
日
本
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
て
い
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企
業
等
の
会
議
（M

eeting
）、

報
奨
・
研
修
旅
行
（Incentive 

T
ravel

）、
国
際
機
関
・
学
会
等

が
行
う
国
際
会
議
（Convention

）、

展
示
会
・
見
本
市
、
イ
ベ
ン
ト

（Exhibition/Event

）
の
頭
文

字
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流

が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
総
称
。

国
連
世
界
観
光
機
関

（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
＝W

orld Tourism
 

Organization

）

持
続
可
能
な
観
光
の
促
進
を
目

的
と
し
た
国
際
連
合
の
専
門
機

関
。
１
５
８
カ
国
、
６
地
域
及

び
５
０
０
以
上
の
賛
助
加
盟
員

で
構
成
。

日
本
政
府
観
光
局
の

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
世
界
規
模
で
の
訪
日
促
進
の

た
め
の
「Enjoy m

y Japan

」

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

欧
米
豪
（
欧
州
・
北
米
・
豪
州
）

市
場
を
中
心
に
存
在
す
る
「
海

外
旅
行
に
は
頻
繁
に
行
く
が
日

本
を
旅
行
先
と
し
て
認
知
・
意

識
し
て
い
な
い
層
」
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
、「
楽
し
い
国 

日
本
」

の
魅
力
を
発
信
。「
日
本
が
誰
も

が
楽
し
め
る
旅
行
目
的
地
」
で

あ
る
こ
と
を
、
２
０
２
０
年
に

向
け
て
複
数
年
に
亘
り
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。
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た
。
ま
た
フ
ィ
ン
エ
ア
ー
が
、
欧
州
各
地
か
ら
ヘ
ル
シ
ン
キ
経
由
で

福
岡
入
り
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
エ
ア
ラ
イ
ン
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
で
、
従
来
に
な
か
っ
た
人
の
動
き
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

私
の
意
見
は
少
し
異
な
り
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
と
の

直
行
便
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
実
現
し
た
。
今
、
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
は
各
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
い
き

な
り
ス
ペ
イ
ン
人
が
大
勢
来
た
の
で
は
な
く
て
、
対
ス
ペ
イ
ン
戦
略

を
ど
う
す
る
か
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
直
行
便
が
で
き
て
、
ス
ペ

イ
ン
の
皆
さ
ん
が
来
や
す
く
な
っ
て
ど
ん
ど
ん
来
て
い
る
。

　

日
本
が「
都
市
間
競
争
」を
意
識
す
る
の
は
早
過
ぎ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

あ
る
程
度
の
観
光
戦
略
が
実
行
さ
れ
て
い
る
国
で
あ
れ
ば
、
都
市
間

の
競
争
は
あ
る
が
、
日
本
は
ま
だ
そ
の
段
階
で
は
な
い
。
ど
の
国
で

あ
れ
、
初
め
て
の
人
は
メ
ジ
ャ
ー
な
場
所
に
行
く
に
決
ま
っ
て
い
る
。

例
え
ば
今
、
日
光
に
一
番
来
て
い
る
の
は
ス
ペ
イ
ン
人
で
す
が
、
だ

か
ら
ス
ペ
イ
ン
人
が
日
光
好
き
と
い
う
の
は
分
析
が
足
り
て
い
な
い
。

ス
ペ
イ
ン
人
ほ
ぼ
全
員
が
初
来
日
な
ら
、
京
都
や
日
光
に
行
く
に
決

ま
っ
て
い
る
。
も
っ
と
リ
ピ
ー
ト
率
が
上
が
っ
て
い
か
な
い
と
、
他

国
と
の
競
争
戦
略
な
ど
立
て
ら
れ
な
い
。
私
と
し
て
は
、
急
成
長
中

の
日
本
に
都
市
間
競
争
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
の
は
、
正
直
、
違

和
感
が
あ
り
ま
す
。

矢
ケ
崎　

国
籍
以
前
に
、
初
め
て
の
人
か
リ
ピ
ー
タ
ー
か
で
訪
問
先

は
大
違
い
。
韓
国
の
人
な
ど
は
国
内
旅
行
の
感
覚
。
１
回
当
た
り
平

均
３
泊
く
ら
い
し
か
し
な
い
が
、
何
度
も
来
て
い
る
。

世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
10
％
を
占
め
る
観
光
産
業
、

日
本
に
も「
集
客
産
業
」と
い
う
概
念
が
要
る

橋
爪　

観
光
産
業
の
現
状
は
い
か
が
で
す
か
。

矢
ケ
崎　

観
光
産
業
は
、
や
っ
と
観
光
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う

本
気
度
が
出
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
少
し
前
ま
で
、
観
光
産
業

と
い
う
よ
り
は
、
旅
行
事
業
者
や
宿
泊
事
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

リ
ト
リ
ー
で
の
役
割
分
担

旅
行
事
業
者
は
送
客
事
業
、
お
客
さ

ん
を
都
会
か
ら
地
域
へ
送
り
込
む
役
割
、
地
域
は
そ
れ
を
受
け
る
役

割
。
そ
う
い
う
固
定
的
な
役
割
で
国
内
旅
行
市
場
に
対
応
し
て
き
た

が
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
増
加
し
続
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
外
需
で
稼
げ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
本
気
で
対
外

的
に
も
ま
と
ま
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
成
長
は
急
激
で
す
の
で
、
途
端
に

人
手
不
足
等
の
課
題
に
直
面
し
て
、
成
長
の
制
約
要
因
が
、
思
っ
た

よ
り
早
く
出
現
し
て
い
る
か
な
と
い
う
心
配
も
し
て
い
ま
す
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

産
業
と
し
て
は
、
５
〜
６
年
前
は
１
千
万
人
で
外

貨
１
兆
円
程
度
。
今
年
は
５
兆
円
を
超
え
る
で
し
ょ
う
。
僅
か
５
〜

６
年
で
急
成
長
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
日
本
の
潜
在
能
力
の
半

分
程
度
だ
と
思
い
ま
す
。

橋
爪　

関
連
業
種
が
多
岐
に
亘
る
こ
と
を
理
由
に
、
日
本
の
標
準
産

業
分
類
に
「
観
光
」
と
い
う
業
種
が
な
い
。
こ
れ
自
体
、
観
光
産
業

の
社
会
的
位
置
づ
け
が
高
く
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

昭
和
の
日
本
人
の
観
光
は
、
週
末
ぱ
っ
と
行
っ
て
、

泊
ま
っ
て
帰
っ
て
く
る
の
が
基
本
。
単
価
自
体
が
非
常
に
安
く
、
旅

行
事
業
者
と
交
通
機
関
し
か
儲
か
ら
な
い
よ
う
な
形
だ
っ
た
。
今
は

長
く
泊
ま
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

こ
ろ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
10
年
以
内
に
日
本
に
と
っ
て
第

２
基
幹
産
業＊

に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
勢
い
で
す
。

橋
爪　

観
光
産
業
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
10
％
を
占
め
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
日
本
も
今
や
７
％
と
、
世
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
後
進
で
す
。
私
は
20
年
前
か
ら
「
集
客
産
業
」
と
い
う
概

念
を
つ
く
ら
な
い
と
ダ
メ
だ
と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
商
店
街
や

飲
食
店
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の
売
上
が
観
光
統
計
で
は
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
実
態
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

矢
ケ
崎　

日
本
も
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
提
唱
し
て
い
る
Ｔ
Ｓ
Ａ＊

を
導
入
し

て
い
ま
す
の
で
、
計
算
方
法
は
観
光
先
進
国
と
同
様
。
限
ら
れ
た
企

業
群
で
な
く
、
昔
よ
り
多
様
な
分
野
で
観
光
に
起
因
し
て
お
金
が
動

く
よ
う
に
な
っ
た
。
見
て
食
べ
て
お
し
ま
い
じ
ゃ
な
く
て
、
買
い
物

や
体
験
等
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
含
め
、
多
様
な
分
野
に
波
及
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

観
光
戦
略
＝
情
報
発
信
と
思
い
込
み
、

カ
ス
タ
マ
ー・エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
後
回
し

橋
爪　

今
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
む
べ
く
、
日
本
各
地
で
同
様

の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
問
題
点
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
が
問
題
で
は

な
く
、
最
大
の
問
題
は
、
上
質
な
カ
ス
タ
マ
ー
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
（
顧
客
体
験
）
の
提
供
の
た
め
の
整
備
が
、
未
だ
に
ほ
と
ん
ど
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

問
題
は
観
光
戦
略
＝
情
報
発
信
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
私
に
す
れ

ば
ど
う
で
も
い
い
こ
と
に
、
莫
大
な
お
金
を
投
入
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ

Ｏ＊

の
予
算
の
中
で
分
析
・
調
査
と
情
報
発
信
は
大
き
な
比
率
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
実
際
の
観
光
資
源
自
体
の
整
備
は
皆
無
に
近
い
。
例

え
ば
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー
が
わ
か
る
多
言
語
の

解
説
案
内
板
の
必
要
性
を
４
年
前
か
ら
言
っ
て
い
る
の
に
、
第
１
号

が
で
き
た
の
は
今
年
３
月
。
日
光
東
照
宮
を
皮
切
り
に
、
今
年
度
中

に
文
化
財
約
50
件
の
解
説
案
内
板
の
整
備
が
や
っ
と
始
ま
り
ま
す
。

　

何
も
な
い
の
に
情
報
発
信
さ
え
す
れ
ば
来
て
く
れ
る
と
い
う
考
え

は
甘
い
。
今
は
情
報
発
信
だ
ら
け
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
も

橋爪　紳也　　はしづめ　しんや
大阪府立大学研究推進機構特別教授；
同観光産業戦略研究所長
1960年大阪市生まれ。京都大学工学部建
築学科卒、同大学院工学研究科修士課程
修了、大阪大学大学院工学研究科博士課
程修了。京都精華大学助教授、大阪市立
大学都市研究プラザ教授などを経て、現
職。専門は建築史、都市文化論。著書

『1970年大阪万博の時代を歩く』『大大阪
の時代を歩く』『ツーリズムの都市デザ
イン』『大京都モダニズム観光』『大阪の
教科書』『にっぽん電化史』『集客都市
─文化の「仕掛け」が人を呼ぶ』『祝祭
の〈帝国〉』『大阪モダン』など、主著は
80冊以上。2025年大阪万博誘致には基本
構想段階から関わり、大阪府「国際博覧
会大阪誘致構想検討会」座長、経産省

「2025年国際博覧会検討会」委員など歴任。
https://www.osakafu-u.ac.jp/academics/
orp/21c/tourism_industy/

基
幹
産
業

一
国
の
経
済
活
動
の
基
盤
と
な

る
重
要
な
産
業
。
鉄
鋼
を
中
心

と
す
る
金
属
工
業
、
電
力
・
石

油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
機

械
工
業
、
化
学
工
業
な
ど
を
指

す
。
経
済
の
発
展
段
階
に
よ
っ

て
内
容
は
異
な
る
。
今
や
観
光

産
業
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
化
学

に
次
ぐ
「
第
３
の
基
幹
産
業
」

と
位
置
づ
け
る
声
も
あ
る
。

Ｔ
Ｓ
Ａ

（Tourism
 Satellite A

ccount

）

旅
行
・
観
光
サ
テ
ラ
イ
ト
勘
定
。

裾
野
が
広
く
全
貌
把
握
が
困
難

な
観
光
産
業
に
お
い
て
、
需
要

側
・
供
給
側
の
各
種
統
計
を
統

合
し
、
直
接
的
な
経
済
効
果
を

明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
波

及
効
果
な
ど
経
済
活
動
量
の
分

析
基
盤
を
提
供
す
る
も
の
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ

（D
estination M

anagem
ent/

M
arketing O

rganization

）

観
光
地
経
営
の
プ
ロ
組
織
。
地

域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す

と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
醸
成
す
る「
観
光
地
経
営
」

の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ

く
り
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
多

様
な
関
係
者
と
協
同
し
な
が
ら
、

明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い

た
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
の
戦
略
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
戦
略
を
着
実
に
実
施

す
る
た
め
の
調
整
機
能
を
備
え

た
法
人
。
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来
た
と
き
に
と
て
も
楽
し
か
っ
た
か
ら
、
ま
た
行
く
気
に
さ
せ
る

の
が
本
来
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
。
そ
の
日
本
基
準
を
つ
く
る
べ
き
。

実
際
に
来
た
人
は
、
ど
ん
な
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
国
が
で
き
て
、
ホ
テ

ル
に
辿
り
着
け
る
か
。
そ
れ
を
考
え
る
の
も
品
質
管
理
で
す
。

矢
ケ
崎　

ス
ム
ー
ズ
さ
は
重
要
で
す
ね
。
そ
れ
も
大
人
同
士
で
来
た

と
き
や
、
子
供
連
れ
で
来
た
と
き
の
ス
ム
ー
ズ
さ
、
い
ろ
ん
な
方
面

か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
と
い
け
な
い
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
ス
ム
ー
ズ
と
い
う
の
が
最
高
。

や
り
た
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
か
ら
、
再
訪
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
で
き
る
か
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、
実
際
に
行
っ
て
ガ
ッ
カ
リ

だ
っ
た
ら
誰
も
来
な
い
。

観
光
立
国
へ
、
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
は
？

観
光
魅
力
は
つ
く
り
磨
き
上
げ
る
も
の

単
に
強
み
を
発
信
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
な
い

橋
爪　

で
は
「
観
光
立
国
」
の
段
階
か
ら
「
観
光
大
国
」
の
実
現
に

向
け
て
、
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
ど
う
描
け
ば
い
い
か
。
日
本

の
戦
略
を
考
え
る
上
で
、
日
本
の
強
み
と
は
？

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

多
様
性
が
あ
る
こ
と
は
潜
在
的
な
強
み
で
は
あ
り

ま
す
が
、
観
光
魅
力
は
あ
く
ま
で
も
つ
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
る

な
し
の
も
の
で
は
な
い
。

　

例
え
ば
ア
フ
リ
カ
に
行
け
ば
そ
の
辺
を
動
物
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い

る
が
、
サ
フ
ァ
リ
と
し
て
整
備
し
て
商
品
づ
く
り
を
す
れ
ば
、
観
光

資
源
に
な
る
。
和
歌
山
の
高
野
山
へ
は
金
剛
峯
寺
が
な
け
れ
ば
行
き

ま
せ
ん
。
日
光
も
東
照
宮
が
あ
る
か
ら
行
く
。
そ
う
考
え
る
と
、
日

本
は
気
候
・
自
然
・
文
化
・
食
事
、
多
様
な
強
み
が
あ
る
こ
と
は
事

実
で
す
が
、
強
み
を
発
信
す
る
だ
け
で
は
、
す
ぐ
飽
き
る
。
整
備
し

て
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
で
き
上
が
る
の
が
観
光
立
国
。

御
朱
印
集
め
み
た
い
な
考
え
方
だ
と
観
光
立
国
に
な
れ
な
い
。

矢
ケ
崎　

確
か
に
観
光
の
魅
力
は
「
磨
く
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
、

人
が
手
を
か
け
て
品
質
を
高
め
て
い
く
も
の
。
サ
フ
ァ
リ
と
し
て
区

切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魅
力
が
出
る
、
無
か
ら
有
が
生
ま
れ
る
。
そ

う
い
う
知
的
な
ゲ
ー
ム
み
た
い
な
面
白
さ
も
あ
る
。

　

私
た
ち
日
本
人
の
旅
行
は
、
１
回
行
け
ば
、
も
う
そ
こ
は
終
わ
り
。

ど
う
せ
年
間
１
、
２
回
し
か
行
け
な
い
ん
だ
か
ら
、
次
は
新
し
い
と

こ
ろ
へ
と
場
所
を
変
え
て
い
く
。
だ
か
ら
、
地
域
の
側
は
初
め
て
来

る
、
そ
し
て
二
度
と
来
な
い
お
客
さ
ん
し
か
受
け
入
れ
た
こ
と
が
な

く
て
、
何
度
も
何
度
も
来
る
お
客
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
経
験
と
ス
キ

ル
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ご
く
僅
か
。
こ
れ
が
問
題
で
す
。

橋
爪　

地
域
の
名
所
、
名
物
を
回
り
切
る
と
い
う
周
遊
型
の
旅
行
ス

タ
イ
ル
で
は
ダ
メ
な
ん
で
す
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

例
え
ば
、
大
河
ド
ラ
マ
を
誘
致
し
て
、
バ
ス
ツ
ア

ー
を
つ
く
っ
て
、
回
っ
て
終
わ
り
。

矢
ケ
崎　

そ
う
で
は
な
く
て
、
何
度
も
来
る
お
客
さ
ん
が
要
求
す
る

品
質
レ
ベ
ル
に
鍛
え
ら
れ
る
地
域
が
も
っ
と
増
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

そ
れ
が
本
当
の
強
み
に
な
る
。

橋
爪　

奈
良
に
は
以
前
、「
大
仏
商
法
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。

大
仏
が
あ
る
限
り
日
本
人
は
一
生
に
一
度
は
奈
良
に
来
る
か
ら
、
来

た
人
に
対
し
て
リ
ピ
ー
ト
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
。
名
物
だ
け
に
頼

っ
て
待
つ
大
仏
商
法
の
意
識
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

本
質
的
価
値
に
新
た
な
価
値
を
付
加
す
る
観
光
戦
略

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

若
い
人
が
増
え
て
い
る
時
代
な
ら
、
一
度
き
り
と

い
う
大
仏
商
法
も
成
り
立
ち
ま
す
が
、
人
口
は
減
っ
て
い
る
。
減
少

し
て
い
る
日
本
人
の
代
わ
り
に
外
国
人
を
誘
致
し
よ
う
と
し
て
も
、

都
道
府
県
・
市
町
村
・
広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
・
単
独
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
も
つ
く
っ

て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
行
く
と
、
解
説
案
内
板
が
な
い
、
座
る
場

所
も
な
い
。
食
べ
る
と
こ
ろ
も
ガ
イ
ド
も
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
何
も

な
い
。
情
報
発
信
だ
け
を
行
い
、
実
際
の
受
け
入
れ
体
制
は
誰
も
整

備
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
最
大
の
問
題
点
で
す
。

日
本
フ
ァ
ン
の
リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く
り
が
ゴ
ー
ル
な
の
に

観
光
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
管
理
が
で
き
て
い
な
い

矢
ケ
崎　

私
の
表
現
で
は
、
そ
れ
は
品
質
管
理
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
。
観
光
は
、
形
が
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
体
。
物
で
あ
れ

ば
品
質
管
理
は
し
や
す
い
が
、
形
が
な
い
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
、
何
の

た
め
に
ど
う
品
質
管
理
し
て
い
く
か
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

　

私
は
、
お
金
を
儲
け
る
の
も
大
変
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

日
本
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
、
ま
た
日
本
に
戻
っ
て
く
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー

づ
く
り
こ
そ
が
最
終
ゴ
ー
ル
。
自
分
自
身
が
再
訪
問
し
な
く
て
も
、

帰
国
し
て
、
日
本
は
こ
ん
な
に
よ
か
っ
た
、
あ
な
た
も
行
っ
て
み
な

さ
い
と
宣
伝
し
て
く
れ
る
日
本
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
こ
と
が
と
て
も
重

要
な
出
口
。
そ
の
出
口
か
ら
考
え
て
必
要
な
戦
略
が
ま
だ
少
な
い
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

実
際
に
カ
ス
タ
マ
ー
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
の
品

質
は
良
く
な
い
。
関
空
は
ま
あ
ま
あ
い
い
が
、
成
田
は
問
題
。
空
港

に
着
い
た
瞬
間
か
ら
成
田
を
出
る
ま
で
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

税
関
や
入
国
手
続
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
電
車
の
乗
り
方
は
わ
か

る
か
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
使
え
る
か
、
充
電
は
可
能
か
、
求
め
る
情
報
は

楽
し
く
正
し
い
文
章
で
提
供
さ
れ
て
い
る
か
。
意
外
に
で
き
て
い
な

い
。
私
は
観
光
資
源
の
付
加
価
値
向
上
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
だ
と
思
い

ま
す
が
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
も
観
光
庁
も
そ
う
い
う
品
質
管
理
を
ま
だ
十
分

に
指
導
し
て
い
な
い
。
発
信
す
れ
ば
い
い
と
い
う
マ
イ
ン
ド
は
、
あ

ま
り
に
も
安
易
で
す
。

デービッド・アトキンソン
David Atkinson
小西美術工藝社社長　　　　　　　　　
1965年イギリス生まれ。オックスフォー
ド大学日本学専攻卒。アンダーセン・コ
ンサルティング、90年来日、ソロモンブ
ラザーズ、ゴールドマン・サックス証券 
パートナーを経て、2007年退社。09年国
宝･文化財の補修を手がける創立300余年
の小西美術工藝社入社、10年代表取締役
会長、14年代表取締役社長就任。99年裏
千家入門、現在 茶名「宗

そうしん

真」拝受。著
書『新・生産性立国論』『世界一訪れた
い日本のつくりかた』『新・所得倍増論』

『国宝消滅』『イギリス人アナリストだか
らわかった日本の「強み」「弱み」』『新・
観光立国論』など。京都二条城近くに居
を構える。京都国際観光大使、政府の観
光戦略実行推進タスクフォース 有識者
メンバーなど。
http://www.konishi-da.jp/
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持
管
理
の
た
め
に
も
活
用
を
前
提
に
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

仏
像
な
ど
美
術
品
は
保
護
。
価
値
を
生
む
空
間
を
つ
く
る
に
は
、
建

築
物
が
と
て
も
大
事
で
す
。

　

最
近
、
非
常
に
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
観
光
案
内
所
を
つ
く
っ
た
の
が

大
分
県
由
布
市
。
Ｊ
Ｒ
の
駅
前
に
、
素
敵
な
２
階
建
て
の
観
光
案
内

所
が
で
き
ま
し
た
。
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
地
域
の
象
徴
で
あ
る
由

布
岳
が
見
え
、
地
元
の
森
林
を
表
現
し
た
曲
線
の
梁
が
印
象
的
で
、

案
内
所
自
体
か
ら
由
布
院
の
街
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
そ
の
案
内
所

が
考
え
て
い
る
の
は
、
観
光
客
の
集
中
を
分
散
化
さ
せ
る
街
歩
き
ル

ー
ト
の
提
案
。
攻
め
の
観
光
案
内
所
を
指
向
し
て
い
ま
す
。

橋
爪　

文
化
庁
は
15
年
か
ら
文
化
財
の
建
造
物
や
祭
り
等
も
含
め
全

部
束
ね
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
る
「
日
本
遺
産
」
の
認
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。
従
来
は
個
別
に
文
化
財
を
見
せ
て
い
た
が
、
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
地
域
内
で
も
連
携
し
た
動
き

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

富
裕
層
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
化
、

そ
れ
を
原
資
に
観
光
地
整
備
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

橋
爪　

富
裕
層
向
き
の
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
で
す
か
。
海
外
だ
と
空
港

か
ら
ヘ
リ
で
直
接
ホ
テ
ル
に
行
く
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
空
港
で
の
フ
ァ
ス
ト
レ
ー
ン
（
優
先
レ
ー
ン
）
に
関
し
て
も
、

日
本
は
公
平
を
重
視
し
が
ち
で
、
導
入
が
遅
れ
ま
し
た
。

矢
ケ
崎　

富
裕
層
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
人
が
ま
だ

少
な
い
。
そ
も
そ
も
富
裕
層
市
場
へ
の
理
解
が
足
り
な
い
。
海
外
で

は
ニ
ー
ズ
が
多
い
、
自
分
に
と
っ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
と
わ
か
っ

て
く
る
と
、
民
間
も
頑
張
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
現
状

の
制
度
で
ク
リ
ア
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

実
際
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
ま
で
は
増
え
な
い
。

　

京
都
の
二
条
城
は
昨
年
、
前
の
大
阪
万
博
以
来
47
年
ぶ
り
の
最
多

入
城
記
録
を
更
新
し
た
。
市
長
を
中
心
に
二
条
城
の
あ
り
方
を
変
え

よ
う
と
、
解
説
案
内
板
を
全
部
つ
け
た
り
、
ガ
イ
ド
制
度
を
つ
く
っ

た
り
、
開
城
時
間
を
延
ば
し
た
り
、
夏
に
は
朝
食
を
食
べ
る
イ
ベ
ン

ト
を
始
め
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
、
最
多
に
な
っ
た
。

　

二
条
城
の
場
合
、
潜
在
的
価
値
は
御
殿
に
あ
る
。
で
も
、
新
し
い

価
値
を
付
加
し
て
い
か
な
い
と
、
最
多
更
新
は
で
き
な
い
。
本
質
的

価
値
は
あ
る
が
、
付
加
価
値
が
な
い
と
観
光
立
国
に
は
な
ら
な
い
。

観
光
戦
略
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
潜
在
的
価
値
・
本
質
的
価
値
に
対

し
て
、
新
し
い
価
値
を
付
加
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

橋
爪　

特
に
文
化
庁
が
観
光
に
力
を
入
れ
始
め
て
い
ま
す
。
国
宝
・

重
要
文
化
財
の
利
活
用
を
も
っ
と
こ
れ
か
ら
行
う
と
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

そ
う
で
す
ね
。
多
様
な
規
制
を
数
年
前
か
ら
変
え

始
め
、
今
年
は
文
化
財
保
護
法
を
改
正＊

。
法
改
正
に
は
二
つ
重
要
な

点
が
あ
り
、
一
つ
は
保
存
・
活
用
計
画
の
義
務
化
。
今
ま
で
は
保
存

計
画
も
活
用
計
画
も
な
い
。
両
輪
と
し
て
保
存
・
活
用
計
画
を
義
務

化
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
も
う
一
つ
、
文
化
庁
は
文
科

省
の
外
局
で
す
が
、
地
方
に
お
け
る
文
化
行
政
は
教
育
委
員
会
が
担

っ
て
い
る
。
教
育
の
延
長
線
な
の
で
、
稼
ぐ
の
は
ダ
メ
、
公
共
性
を

大
事
に
、と
事
な
か
れ
主
義
で
や
っ
て
き
た
。
法
改
正
で
都
道
府
県
・

市
町
村
は
教
育
委
員
会
か
ら
文
化
行
政
を
外
す
こ
と
が
で
き
る
た
め

他
の
観
光
戦
略
と
連
携
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
保
存
を
充
実
し
な
が

ら
文
化
財
活
用
は
す
ご
い
勢
い
で
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

橋
爪　

従
来
、
観
光
振
興
は
経
済
部
局
、
文
化
財
保
護
は
教
育
委
員

会
。
そ
の
連
携
が
全
然
と
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
文
化

振
興
と
観
光
振
興
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
都
市
公
園
や
ス
ポ

ー
ツ
施
設
な
ど
の
運
営
に
も
、
観
光
集
客
の
視
点
か
ら
、
よ
り
積
極

的
な
利
活
用
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
、
す

な
わ
ち
維
持
費
用
が
か
か
る
施
設
か
ら
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、

す
な
わ
ち
稼
げ
る
施
設
へ
の
転
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
阪
市
内
で
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
制
度
導
入
に
よ
る

都
心
の
再
生
や
、
都
市
公
園
行
政
に
観
光
の
視
点
を
入
れ
る
実
践
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
大
阪
城
公
園
や
天
王
寺
公
園
を
民
間
事
業
者
の

管
理
・
運
営
に
委
ね
る
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト＊

の
導
入
に
も
深
く
関

わ
り
ま
し
た
。
大
阪
城
の
場
合
、
重
要
文
化
財
が
幾
つ
も
点
在
す
る

史
跡
公
園
に
、
国
際
観
光
の
視
点
を
導
入
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
、
よ
り
多
く
の
人
に

来
て
も
ら
い
収
益
を
あ
げ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ
の
一
部
を
公
園
の

維
持
費
に
回
す
。
ま
だ
制
度
が
な
か
っ
た
の
で
大
変
で
し
た
が
、
よ

う
や
く
都
市
公
園
法
も
改
正＊

さ
れ
、
公
園
も
観
光
の
た
め
に
使
う
方

向
に
、
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
歴
史
を
体
験
で
き
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
紡
ぐ

橋
爪　

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
戦
略
を
考
え
る
上
で
良
い
事
例
は
あ
り

ま
す
か
。
例
え
ば
丹
波
篠
山
の
事
例＊

な
ど
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
城
下

町
の
各
所
に
点
在
す
る
複
数
の
古
い
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

宿
と
し
て
利
用
、
全
体
を
一
つ
の
宿
泊
施
設
と
し
て
運
営
す
る
。
従

来
の
旅
館
業
法
で
は
宿
ご
と
に
帳
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
特
区
に
よ
っ
て
実
現
で
き
た
。
市
街
地
全
体
を
、
滞
在
地
と
す

る
発
想
を
、
日
本
で
最
初
に
示
し
ま
し
た
。

矢
ケ
崎　

丹
波
篠
山
は
、
と
て
も
良
い
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。
景
観

が
い
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
部
分
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
つ
く
り
込

ん
で
き
た
プ
ロ
セ
ス
を
、
他
の
地
域
も
勉
強
す
れ
ば
い
い
。

　

文
化
財
保
護
法
改
正
時
の
ワ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
文
化
財
も
多
様
で
す
。
丹
波
篠
山
の
よ
う
な
建
築
物
は
維

文
化
財
保
護
法
改
正

文
化
財
を
生
か
し
た
地
域
振
興

を
促
す
「
文
化
財
保
護
法
及
び

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
が
18
年
３
月

閣
議
決
定
さ
れ
、
第
１
９
６
回

国
会
（
通
常
国
会
）
に
て
成
立
。

19
年
４
月
１
日
施
行
。 

パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

民
間
事
業
者
の
柔
軟
か
つ
優
れ

た
ア
イ
デ
ア
や
活
力
を
導
入
し
、

世
界
的
な
観
光
拠
点
に
相
応
し

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
新
た
な

魅
力
の
創
出
を
図
る
た
め
、
民

間
主
体
の
事
業
者
が
公
園
全
体

を
総
合
的
か
つ
戦
略
的
に
一
体

管
理
す
る
こ
と
。

都
市
公
園
法
改
正

17
年
春
「
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
に
重
要
な
関
わ
り
を
持
つ

都
市
公
園
法
（
都
市
公
園
の
設

置
・
管
理
基
準
等
に
係
る
規
定

を
定
め
た
法
律
）
が
改
正
さ
れ
、

公
園
内
に
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
売
店
等
を
設
置
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。

丹
波
篠
山
の
事
例

過
疎
化
が
進
む
地
域
で
空
き
家

が
問
題
に
な
る
な
か
、
国
家
戦

略
特
区
の
関
西
圏
特
区
事
業
と

し
て
「
歴
史
的
建
築
物
等
に
関

す
る
旅
館
業
法
の
特
例
」
に
よ

り
、
城
下
町
や
農
村
地
域
に
お

い
て
玄
関
帳
場（
フ
ロ
ン
ト
）設

置
義
務
な
ど
を
規
制
緩
和
、
古

民
家
の
新
し
い
活
用
法
を
実
現
。

矢ケ崎　紀子　やがさき　のりこ
東洋大学国際観光学部国際観光学科教授

（観光政策）
1963年北海道生まれ。国際基督教大学政
治学専攻卒、九州大学大学院法学府政治
学専攻修士課程修了。住友銀行、日本総
合研究所上席主任研究員。この間08年
観光庁設立と同時に参事官（観光経済
担当）、観光統計の創設・整備、観光白
書、休暇改革等に従事。11年より首都大
学東京特任准教授、14年より東洋大学准
教授、のち教授。著書『インバウンド観
光入門』など。交通政策審議会委員、観
光庁観光産業政策検討会、同観光おもて
なし研究会座長など歴任。現在、東京オ
リンピック・パラリンピック競技大会組
織委員会委員、京都市住みたい・訪れた
いまちづくりに係る財源の在り方検討会、
日本商工会議所 地域インバウンド推進
ワーキング有識者委員など。
http://ris.toyo.ac.jp/profile/ja.63339ca
4001eab70102698abf94bbad7.html
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
い
い
関
係
性
づ
く
り
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

矢
ケ
崎　

住
ん
で
い
る
人
も
来
る
人
も
悪
い
人
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
密

度
が
濃
す
ぎ
る
と
、
ど
う
し
て
も
摩
擦
が
起
き
ま
す
。
日
本
全
体
で

分
散
す
れ
ば
、
も
っ
と
数
と
し
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も

初
め
て
来
る
人
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
す
る
。
こ
こ
を
ど

う
バ
ラ
ン
ス
と
っ
て
い
く
か
で
す
。

　

あ
る
程
度
新
規
客
は
受
け
入
れ
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
東
京
・
京
都
・
大
阪
は
、
今
ま
で
以
上
の
覚

悟
を
持
っ
て
受
け
入
れ
体
制
整
備
を
や
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け

な
い
。
た
だ
、
持
続
可
能
と
い
う
こ
と
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー

日

本
人
は
繰
り
返
し
訪
れ
る
旅
行
経
験
が
少
な
い
の
で
、
ど
う
働
き
か

け
れ
ば
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
は
ど
う
い
う
行
動
を

す
る
か
の
分
析
が
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
を
分
析
し
て
、
地
方
分
散

を
図
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
持
続
可
能
性
が
あ
る
。
住
ん
で
良
し
、
訪

れ
て
良
し
の
国
づ
く
り
が
究
極
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　

一
方
で
、
観
光
産
業
を
考
え
る
と
、
人
が
足
り
な
い
。
安
売
り
合

戦
か
ら
脱
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
こ
と
と
同
時

に
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
や
り
方
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
、
古
い
習
慣
を
引
き
ず
っ
て
い
る
面
が
ま
だ
あ
る
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
変
え
て
い
く
経
営
者
が
出
な
い
と
い
け
な
い
し
、

持
続
可
能
性
は
多
面
的
に
攻
め
な
い
と
実
現
し
て
い
か
な
い
。

橋
爪　

以
前
、
京
都
は
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
差
が
す

ご
く
あ
り
ま
し
た
。
今
は
平
準
化
さ
れ
、
年
間
通
じ
て
混
ん
で
い
る
。

従
来
と
違
う
人
た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
祇
園
な
ど
舞
妓
に
触
る
人
が

出
る
の
で
、
舞
妓
に
触
ら
な
い
で
と
い
う
立
て
看
板
を
つ
く
っ
た
。

割
烹
料
理
屋
は
ド
タ
キ
ャ
ン
は
や
め
ま
し
ょ
う
と
訴
え
て
い
る
。

矢
ケ
崎　
「
京
都
ノ
ト
リ
セ
ツ＊

」
で
す
ね
。

橋
爪　

ト
リ
セ
ツ
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム＊

の

今
ま
で
単
に
訪
日
外
国
人
と
一
括
り
に
し
て
い
て
、
富
裕
層
と
い
う

考
え
方
自
体
な
か
っ
た
。
実
際
に
富
裕
層
戦
略
が
走
り
出
し
た
の
は
、

昨
年
末
頃
か
ら
な
の
で
、
で
き
て
な
い
の
は
当
た
り
前
。

　

日
本
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
対
応
の
特
徴
は
「
無
料
」
と
い
う
こ
と
。
富
裕
層

戦
略
と
し
て
、
特
権
階
級
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
に
し
て
い
る
の
は

海
外
の
考
え
方
。
日
本
で
は
タ
ダ
で
特
権
を
手
に
入
れ
て
い
る
。

橋
爪　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
パ
リ
な
ど
の
空
港
で
も
、
幾
ら
か
払
え
ば

誰
も
が
フ
ァ
ス
ト
レ
ー
ン
で
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇
で
す
よ
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

日
本
の
場
合
、
特
権
階
級
の
人
た
ち
は
、
お
金
を

払
う
人
に
は
使
わ
せ
た
く
な
い
。
そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
。
特
権
的
サ
ー

ビ
ス
を
有
料
に
す
れ
ば
、
そ
れ
を
原
資
に
観
光
地
整
備
も
進
む
の
に
、

そ
う
は
考
え
な
い
。
意
識
の
壁
を
壊
す
の
は
大
変
な
ん
で
す
よ
。

　

観
光
地
の
整
備
、
今
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客
向
け
で
す
が
、
長

期
休
暇
を
と
っ
て
お
金
と
時
間
を
使
っ
て
日
本
ま
で
来
る
欧
米
豪
に

対
し
て
は
、
も
っ
と
高
度
な
整
備
が
必
要
で
す
。
文
化
財
で
も
国
立

公
園
で
も
、
欧
米
豪
を
基
準
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
予
算
が
増

え
る
。
こ
こ
を
や
ら
な
い
と
、
整
備
レ
ベ
ル
は
低
い
ま
ま
。
海
外
で

は
、
五
つ
星
ホ
テ
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
四
つ
も
三
つ
も
二
つ
も

一
つ
も
で
き
て
く
る
が
、
日
本
は
逆
。
一
つ
、
二
つ
は
数
多
い
が
、

五
つ
星
ホ
テ
ル
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
高
い
と
こ
ろ
に
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
観
光
地
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

今
後
の
課
題
と
方
策
は
？

人
口
減
を
カ
バ
ー
し
持
続
可
能
な
観
光
へ

住
ん
で
良
し
訪
れ
て
良
し
の
国
づ
く
り
を

橋
爪　

今
後
の
課
題
と
方
策
は
何
か
。
京
都
で
も
今
、
住
民
と
観
光

客
の
間
で
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
観
光
へ
、
住
民
と

話
が
世
界
で
も
こ
れ
か
ら
議
論
に
な
る
。
ま
だ
人
が
少
な
い
エ
リ
ア

に
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

矢
ケ
崎　
「
観
光
公
害
」
と
い
う
言
葉
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
阪
も
道
頓
堀
・
心
斎
橋
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
分
散
も

含
め
た
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
が
、
特
に
３
大
都
市
は
大
事
で
す
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

観
光
公
害
と
い
う
の
は
、
全
く
意
味
が
わ
か
ら
な

い
。
今
ま
で
は
内
需
が
拡
大
し
て
い
た
か
ら
、
日
本
は
ほ
と
ん
ど
鎖

国
状
態
の
ま
ま
。
最
近
、
違
う
価
値
観
を
持
つ
外
国
人
が
入
っ
て
来

た
。
価
値
観
が
違
う
か
ら
そ
れ
を
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
都
合
良
く
片
付

け
、
自
分
の
価
値
観
＝
マ
ナ
ー
が
良
い
と
押
し
つ
け
る
の
は
、
典
型

的
な
鎖
国
的
考
え
方
。

　

ベ
ネ
ツ
ィ
ア
は
６
万
人
し
か
住
ん
で
い
な
い
街
に
２
２
０
０
万
人

が
来
る
。
そ
れ
は
観
光
公
害
。
フ
ラ
ン
ス
は
人
口
６
５
０
０
万
人
に

対
し
て
９
０
０
０
万
人
弱
、
１
・
５
倍
近
く
。
あ
れ
も
観
光
公
害
。

日
本
は
１
億
２
７
０
０
万
人
に
対
し
て
３
０
０
０
万
人
弱
、
観
光
公

害
に
な
る
よ
う
な
数
字
に
は
、
ほ
ど
遠
い
。
国
の
規
模
か
ら
す
る
と
、

観
光
後
進
国
か
ら
ち
ょ
っ
と
抜
け
出
た
程
度
で
す
。
し
か
し
も
っ
と

本
質
的
な
議
論
を
す
れ
ば
、
観
光
公
害
と
は
十
分
な
対
価
を
貰
っ
て

い
な
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。

ビ
ー
チ
も
ス
キ
ー
も
街
歩
き
も
、需
要
が
多
く
他
に
な
い

滞
在
リ
ゾ
ー
ト
＋
日
帰
り
観
光
を
売
り
込
め

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
へ
の
集
中
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
失
敗
と
も
言
え
ま
す
。
今
ま
で
日
本
の
観
光
魅
力
は
芸
妓
や

金
閣
寺
だ
と
言
っ
て
き
た
か
ら
、
京
都
が
混
雑
す
る
の
も
当
た
り
前
。

し
か
も
、
世
界
の
観
光
客
12
億
人
の
ご
く
一
部
し
か
呼
べ
て
い
な
い
。

　

日
本
は
、
来
た
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
強
い
が
来
な
い
人
を
発
掘
し

て
来
て
も
ら
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
下
手
。
今
来
て
い
る
人
た
ち
だ

京
都
ノ
ト
リ
セ
ツ

京
都
市
が
世
界
最
大
の
旅
行
情

報
サ
イ
ト
「T

rip A
dvisor

」

を
運
営
す
る
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
社
と
連
携
し
て
作
成
し

た
外
国
人
観
光
客
向
け
の
マ
ナ

ー
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

観
光
地
が
耐
え
ら
れ
る
以
上
の

観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
状
態

（
過
剰
な
混
雑
）
の
こ
と
。
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り
や
ス
キ
ー
を
徹
底
的
に
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
京
都
に
行
か
な
い

人
を
呼
び
込
め
ば
い
い
。
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト＊

は
そ
れ
が

狙
い
で
す
。

　

日
本
は
漫
画
を
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
と
言
う
が
、
漫
画
好

き
な
人
は
観
光
客
の
約
２
％
に
満
た
な
い
。
こ
の
２
％
分
野
の
日
本

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
は
９
割
で
す
が
、
２
％
の
９
割
。
ビ
ー
チ
や

ス
キ
ー
の
大
需
要
が
あ
る
の
に
、
日
本
は
漫
画
・
ア
ニ
メ
ば
か
り
言

っ
て
い
る
。
大
自
然
を
な
ぜ
放
置
し
て
い
る
の
か
。

矢
ケ
崎　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
地
方
が
売
り
込
め
る
大
事
な
コ
ン
テ

ン
ツ
。
も
っ
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ご
と
に
戦
略
を
つ
く
れ
ば
い
い
。

橋
爪　

観
光
消
費
を
増
や
す
滞
在
型
に
変
え
る
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
重
視
の
テ
ー
マ
型
観
光
が
重
要
で
す
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

ビ
ー
チ
も
含
め
たEnjoy m

y Japan

の
コ
ン
セ

プ
ト
ム
ー
ビ
ー
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
と
て
も
好
評
で
し
た
が
、
ロ
ン

ド
ン
の
旅
行
業
界
関
係
者
か
ら
の
最
も
多
い
コ
メ
ン
ト
は
、「
日
本

に
ビ
ー
チ
あ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
。
島
国
で
す
よ
（
笑
）。
小
さ
な

島
国
で
は
ビ
ー
チ
に
２
日
３
日
滞
在
す
る
と
、
退
屈
で
仕
方
な
い
。

日
本
な
ら
周
囲
に
幾
ら
で
も
観
光
資
源
が
あ
る
。
ビ
ー
チ
が
あ
っ
て

別
の
観
光
資
源
が
多
い
国
は
、
そ
う
多
く
は
な
い
ん
で
す
よ
。

橋
爪　

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
で
滞
在
し
て
、
日
帰
り
で
都
会
や
歴
史
的

市
街
地
に
行
く
と
い
っ
た
楽
し
み
方
も
で
き
る
。

矢
ケ
崎　

そ
れ
が
日
本
の
観
光
資
源
の
奥
行
き
の
深
さ
。
ス
キ
ー
に

行
っ
て
も
、
ビ
ー
チ
か
ら
も
、
ち
ょ
っ
と
街
に
遊
び
に
行
け
る
と
い

う
の
が
深
さ
。
滞
在
型
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
１
個
し
っ
か
り
あ
れ

ば
、
周
り
に
い
ろ
い
ろ
遊
び
に
行
け
る
の
で
飽
き
な
い
。
そ
れ
が
日

本
の
強
み
、
多
様
性
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

伏
見
稲
荷
も
実
は
大
き
な
魅
力
の
一
つ
は
山
登
り
。

都
会
の
近
く
で
登
れ
る
山
は
案
外
少
な
い
ん
で
す
よ
。

け
で
な
く
、
来
な
い
人
に
魅
力
を
伝
え
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
単
に
訪

日
外
国
人
や
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
な
く
、
世
代
・
性
別
・
家
族
構
成
・

趣
味
な
ど
細
分
化
し
て
分
析
し
、
需
要
と
供
給
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

て
い
く
。
ど
う
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
、
ど
う
い
う
魅
力
を
整
備
し
て
、

ど
う
売
り
込
ん
で
来
て
も
ら
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

例
え
ば
２
月
か
ら
始
め
たEnjoy m

y Japan

の
グ
ロ
ー
バ
ル
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

前
の
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
の
動
画
再
生
数
は

８
２
０
万
回
。
今
回
の
コ
ン
セ
プ
ト
ム
ー
ビ
ー
は
約
２
カ
月
で
４
２

０
０
万
回
。
前
回
は
日
本
人
が
主
役
で
日
本
は
こ
う
い
う
国
で
す
と

い
う
紹
介
。
今
回
は
欧
米
豪
の
人
が
主
役
で
彼
ら
が
日
本
へ
行
っ
て

楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
せ
て
、「
私
も
行
こ
う
」
と
思
え
る
。
そ
の

違
い
が
一
つ
。
も
う
一
つ
強
調
し
た
い
点
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
す
ご

く
細
分
化
し
た
。
な
ぜ
日
本
に
来
な
い
の
か
徹
底
的
に
分
析
。
従
来

の
日
本
の
Ｐ
Ｒ
映
像
は
、
７
割
が
歴
史
・
文
化
、
１
割
が
自
然
、
１

割
が
食
や
都
市
だ
っ
た
が
、
今
回
は
詳
細
な
分
析
の
末
、
自
然
４
割
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
２
割
、
文
化
系
２
割
、
食
２
割
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
は
ほ
と
ん
ど
自
然
観
光
な
の
で
、
４
割
＋
２
割
＝
６
割
が
自
然
系
。

神
社
仏
閣
や
芸
妓
さ
ん
を
残
し
つ
つ
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
川

下
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
を
紹
介
。
今
ま
で
は
、

世
界
で
約
12
億
人
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
中
で
、
ご
く
一
部
に
し
か

訴
求
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
世
界
最
大
は
ビ
ー
チ
、
２
番
目
は
ス
キ

ー
で
日
本
の
雪
質
は
す
ご
く
良
い
。
だ
け
ど
日
本
は
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー

ト
や
ス
キ
ー
を
徹
底
的
に
海
外
に
売
り
込
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
ま
た

世
界
一
人
口
が
多
い
趣
味
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ら
し
い
。
日
本
は
海
に

囲
ま
れ
川
も
多
く
、
い
ろ
ん
な
魚
が
釣
れ
る
し
、
釣
り
具
の
シ
ェ
ア

も
世
界
一
、
な
の
に
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
売
り
込
ん
だ
こ
と
は
な
い
。

釣
り
好
き
や
ス
キ
ー
好
き
の
人
は
ほ
と
ん
ど
京
都
に
行
か
な
い
。
釣

国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
、
十
和
田

八
幡
平
国
立
公
園
、
日
光
国
立

公
園
、伊
勢
志
摩
国
立
公
園
、大

山
隠
岐
国
立
公
園
、
阿
蘇
く
じ

ゅ
う
国
立
公
園
、
霧
島
錦
江
湾

国
立
公
園
、
慶
良
間
諸
島
国
立

公
園
の
８
カ
所
の
国
立
公
園
で

「
国
立
公
園
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
０
」
を
策

定
、
２
０
２
０
年
を
目
標
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
取
り
組
み

を
計
画
的
・
集
中
的
に
実
施
し
、

日
本
の
国
立
公
園
を
世
界
の
旅

行
者
が
長
期
滞
在
し
た
い
と
憧

れ
る
旅
行
目
的
地
に
し
よ
う
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

蹴
上
発
電
所
や
黒
部
ダ
ム
は

世
界
に
誇
る
産
業
観
光
資
源
だ

橋
爪　

最
後
に
観
光
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
の
役
割
は
何
か
。

矢
ケ
崎　

電
力
会
社
さ
ん
は
、
や
っ
ぱ
り
地
域
で
存
在
感
の
あ
る
イ

ン
フ
ラ
企
業
で
す
か
ら
ね
。
地
域
が
観
光
振
興
で
稼
ぎ
た
い
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
後
ろ
で
し
っ
か
り
支
え
て
く
だ
さ
る
と
い
い
。

橋
爪　

近
年
、
世
界
の
各
都
市
が
、
夜
景
を
い
か
に
美
し
く
見
せ
る

か
を
競
い
合
っ
て
い
る
。
都
市
型
だ
と
香
港
み
た
い
に
街
全
体
を
舞

台
に
毎
晩
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ョ
ー
を
し
た
り
、
プ
ラ
ハ
の
よ

う
な
歴
史
的
市
街
地
だ
と
古
い
建
物
か
ら
順
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
す
る

な
ど
、
都
市
ご
と
に
工
夫
が
あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
で
き
、
制
御
系
も
進

む
な
ど
、
夜
景
づ
く
り
が
技
術
的
に
は
か
な
り
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
大
阪
に
お
け
る
「
光
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
、
中
之
島

近
傍
の
夜
景
を
刷
新
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
建
物
の
夜
景
づ
く
り

な
ど
に
も
官
民
連
携
で
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
関
西
電
力
と
も
一

緒
に
、
ナ
イ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
光
の
演
出
を
創
意
工
夫
し
な
が

ら
形
に
し
て
き
た
。
冬
場
に
は
、
都
心
部
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
広
域
連
携
事
業
「
光
の
饗
宴
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

昨
年
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
日
光
で
夜
間

参
拝
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
す
ご
い
人
気
。
陽
明
門
を
真
っ
暗
な
中
で

ふ
わ
ー
っ
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
素
敵
で
す
。

橋
爪　

も
と
も
と
日
本
に
は
『
陰い
ん
え
い
ら
い
さ
ん

翳
礼
讃
』
の
よ
う
に
、
影
と
光
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
る
美
意
識
が
あ
る
。
一
方
で
ス
マ
ー
ト
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
の
技
術
開
発
も
あ
る
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
夜

景
の
演
出
の
創
意
工
夫
な
ど
も
、
電
力
会
社
が
関
与
で
き
る
観
光
振

興
の
領
域
で
す
。
ま
た
関
西
電
力
の
場
合
、
日
本
の
近
代
化
を
牽
引

し
た
京
都
の
蹴
上
発
電
所
や
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
黒
部
ダ
ム
な

黒部ダムは日本が誇る産業観光資源だ
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ど
、
世
界
に
誇
る
べ
き
土
木
観
光
・
産
業
観
光
資
源
を
持
っ
て
い
る
。

関
西
電
力
が
切
り
開
い
た
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
は
、
外
国
人
観
光
客
に

も
人
気
の
あ
る
山
岳
観
光
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
を
大
阪
・
関
西
へ

地
域
に
根
ざ
す
企
業
と
し
て
都
市
の
夢
を
支
え
て
い
く

橋
爪　

２
０
２
５
年
の
国
際
博
覧
会
（
万
博
）
を
大
阪
・
関
西
に
誘

致
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
ご
存
じ
で
す
か
。
関
西
空
港
や
伊
丹
空

港
、
新
大
阪
駅
な
ど
で
は
、
多
く
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
万
博
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

矢
ケ
崎　

メ
ガ
イ
ベ
ン
ト
に
過
度
に
期
待
し
な
い
ほ
う
が
い
い
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
は
、
世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
一
方
、
開
催
前
中

後
に
生
じ
る
需
要
の
不
連
続
性
を
上
手
に
乗
り
こ
な
す
力
を
つ
け
る

と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

万
博
も
集
客
戦
略
の
一
つ
な
の
で
、
大
阪
万
博
を
機
に
ど
う
関
西

や
日
本
を
紹
介
し
て
、
自
分
た
ち
の
強
み
に
変
え
て
い
く
か
。
ロ
ン

ド
ン
五
輪
は
、
メ
ガ
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
後
の
こ
と
を
重
点
的
に

考
え
ま
し
た
が
、
大
阪
で
も
そ
れ
が
重
要
で
す
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
唯
一
言
え
る
の
は
、
過
度

に
期
待
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
整
備
実
績
は
上
が
っ
て
い
る
。
勘
違
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
整
備
を
す
る
こ
と
で
人
を
呼
べ
る
よ
う
に
な
る
。

矢
ケ
崎　

そ
れ
を
大
阪
万
博
で
も
上
手
に
や
っ
て
ほ
し
い
。
万
博
を

経
て
大
阪
は
ど
う
い
う
観
光
都
市
に
な
っ
て
い
く
の
か
。
夢
を
描
き
、

皆
さ
ん
で
合
意
す
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
来
訪
し
た
マ
ス

コ
ミ
を
う
ま
く
使
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
全
試
合
を
見
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
。
空
い
て
る
時
間
に
、
政
府
が
マ
ス
コ
ミ
を
各
地
へ
連
れ
て
行
く

こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
観
光
地
か
を
世
界
に

対
し
て
タ
ダ
で
発
信
し
て
も
ら
っ
た
。
大
阪
万
博
で
も
、
い
い
記
事

を
書
い
て
く
れ
る
よ
う
工
夫
す
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

橋
爪　

２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
の
基
本
構
想
や
会
場
計
画
の
立
案

に
深
く
関
与
し
て
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
」。
一
人
ひ
と
り
が
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
に
想
い
を

馳
せ
つ
つ
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
Ａ
Ｉ
な
ど
、
生
活
を
支
え
る
技

術
の
進
化
を
提
示
す
る
場
と
し
た
い
。「
多
様
性
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
来
場
者
は
３
０
０
０
万
人
を
想
定
し
て
ま

す
が
、
一
方
で
80
億
人
に
も
及
ぶ
と
想
定
さ
れ
る
世
界
中
の
人
が

ネ
ッ
ト
で
ア
ク
セ
ス
を
し
て
、
会
場
と
つ
な
が

る
。
世
界
の
人
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
共
創
す
る
「
リ
ビ
ン

グ
・
ラ
ボ
」
と
な
る
よ
う
に
と
い
う
構
想
。
会

場
は
夢
洲
と
呼
ば
れ
る
埋
立
地
で
す
。
西
に
大

阪
湾
か
ら
瀬
戸
内
海
が
広
が
っ
て
い
る
。
特
に

夕
景
な
ど
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
万
博
会
場
を
ゲ
ー
ト
と
し
て
、
関
西
お

よ
び
瀬
戸
内
全
体
へ
の
国
際
観
光
が
盛
ん
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

関
西
電
力
も
、
地
域
に
根
ざ
す
企
業
と
し
て
、

ぜ
ひ
大
阪
万
博
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
私

は
、
万
博
開
催
が
目
標
で
は
な
く
、
２
０
２
５

年
を
契
機
と
し
て
、
関
西
ひ
い
て
は
日
本
が
、

世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
真
の
「
観
光
大
国
」
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
８
年
5
月
8
日 

実
施
）　

編
集
／
田
窪
由
美
子


